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Abstract

The Chichibu Composite-terrane is tectonostratigraphically

divided into three terranes (Northern Chichibu, Kurosegawa and

Southern Chichibu), typically in Shikoku. Diversi丘ed inter-

pretations in tectonic division have been proposed for the

Chichibu Composite-terrane in the westernmost part of Shikoku.

Extensive field work and radiolarian dating revealed that the

study area is occupied solely by the Southern Chichibu Terrane

composed of the Togano Group, Mishima Formation, Sambosan

Group, and Tanohama Formation. The Togano Group is

characterized by tectonic pile of chert-clastic sequences of

Permian-Jurassic age. The Mishima Formation, which has been

regarded as an equivalent to the Torinosu Group, is rede丘ned as

an accretionary complex characterized by melange facies. The

Sambosan Group (Upper Jurassic-Lower Cretaceous) is an

accretionary complex formed by seamount collision. The

Tanohama Formation contains Torinosu-type limestones and is

an equivalent to the TOrinosu Group.

The Southern Chichibu Terrane is characterized by

low-angled structure of accretionary complexes. The Togano

Group rests horizontally on the Sambosan Group. The boundary

fault is newly introduced as the Akehama Thrust. The

Sambosan Group crops out as tectonic windows in the northern

part of the study area. Strata of the Togano and Sambosan

groups show gradual facies change from weakly deformed and

non-metamorphosed succession in the southern area to highly

deformed and metamorphosed succession in the northern area.

The polarity in deformation and metamorphic facies is

interpreted to show lithological change in accordance to

structural level of subduction-accretion complex. The present

low-angled structure is not the original accretionary wedge

structure but is the result of later (secondary) modification. The

tectonic modification had clearly continued after the Late

Cretaceous Sambagawa metamorphism. The missing of the

Kurosegawa Terrane in the study area can be explained by the

secondary modification.

Key woγas : Chichibu Composite-terrane, Southern Chichwu Terrane,

Kurosegawa Terrane, western Shikoku, Jurassic accretionary

complex, Togano Gγoup, Sambosan Group, radiolana

は.じ　め　に

秩父累帯は四国を基準に, 3帯に地体構造区分がなされ,

北から北等(-北部秩父帯),中背(-只瀬川　　南群(-

南部秩父等)と呼ばれている(山下はか, 1954など).四国西

端部の大洲市から明浜町にいたる地域では,秩父累等区分の

発祥の地ともいえる城川・野村地域の西に隣接するにもかか

'日本地質学会第104年学術大会(1997,糾均)にて誹放.

⑥The Geological Society oりapan 1998 565

わらず,地体構造区分にかんする見解が収束していない.そ

の主な原因は, .T'瀬川帯を特徴づける古期花尚岩類やシル

ル・デポン系の分布が,野村町と三瓶町の間で約25kmにわ

たってとぎれることにある(Fig. la,特集前文の位置図).秩

父累帯の主要部がジュラ紀付加コンプレックスからなると理

解されるようになった現在,米質な要素を含む黒瀬川帯は,

衝突・付加した微小大陸ないしJ:占弧の断片(勘米良, 1980),

構ずれ変動ポ(Tairaetal.,1983),クリッペとしてジュラ紀

付加体にIRなるI'M雨日本内WSB!束の外座地質体(磯崎・
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Fig. 1. a : Index map of the study area, b-d : Tectonic division of the Chichibu Composite-terrane in western

Shikoku by (b) Hirayama and Kambe (1956), (c) Kashima (1967), and (d) Murata (1982).

板谷, 1991)など多様なとらえ方がなされている.四国のほ

ぼ全域で分布が追跡される黒瀬川帯が四国西端部で途切れる

我象は,どのように説明されるのであろうか.この現象を正

しく理解することは,秩父累帯のみならず西南日本およびア

ジア大陸東縁の形成史を解明するうえで重要である.

筆者は, 1986年以来,南は仏像スラストから,北は御荷鉾

緑色岩類分布域にかけての,南北20km,東西10ないし15

kmにわたる四国西端部の秩父累帯全域の地質調査を実施し

てきた(Fig. la,特集前文の位置図).行政区分では,明浜

町,三瓶町,宇和町,野村町,八幡浜市,大洲市にまたがる

地域である.野外調査には,全域を5千分の1 (部分的に1万

分の1)の地形図をもちいてマッピングを行った.本論文で

は調査地域の研究報告の第1報として,地質図を示し,地質

の記載を行う.地質体の名称については,枚数の研究者に

よって多様に命名されていた地層名を,付加体地質の観点か

ら見直し,より理解しやすい形にまとめて提案する.地体構

造区分については,これまでの主要な考え方をレビューした

うえで,筆者の見解を示す.さらに,調査地域の構造発達史

について付加体形成および二次的改変にわけて考察し,黒瀬

川帯が途絶える現象との関連を指摘する.

研　　究　　史

調査地域の研究の歴史は古く,昭和初期には7万5千分の

1地質図幅「卯之町」が公表され(鈴木, 1935),秩父累帯お

よび四万十帯の地質の概要が明らかにされた.調査地域西半

分の地質については,平山・神戸(1956)による5万分の1

地要図幅「八幡浜・伊予高山」が公表され,大局的な岩相分

布と地質構造が示された.彼らは,秩父累帯に分布する地層

杏,北から双岩層,石城層,俵津層に区分し,前二者を上部

古生界とし,後者を三宝山層群に対比してベルムージュラ系

と考えた.また,当地域の鳥巣層群相当層として三島層を命

名・記載した.永井・鹿島(1963)は,三島層とは別の含鳥

巣式石灰岩層を明浜町で発見し,田之浜層と命名した.調査

地域を含む広域の地質については,鹿島(1967) , Kashima

(1969)およびMurata (1982)の研究がある.これらについ

ては地体構造区分との関連で後述する.鹿島・宮久(1965)

および鹿島(1968)は,当地域の仏像スラストおよび周辺地

域の地質について報告した.また,三宝山層群に含まれる

チャート石灰岩互層の地球化学的研究は,大橋(1984)によ

りなされている.松岡(1995)は,三宝山層群について,海
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山衝突と付加体の成長という観点から報告を行った.なお,

本調査地域の北西に隣接する地域については武田ほか

(1993)が,北東に隣接する地域については山北(1998)が,

詳細な地質図を公表している.榊康ほか(1998)は,本調査

地域を含む秩父累帯について,広域変成作用の検討を行っ

た.

調査地域内からの化石の産出は,上記の地質学的研究にと

もなって報告されたもののはかに,次のような報告がある.

阿部(1953)は,石灰岩レンズより鳥巣動物群に比較される

サンゴや腕足規の化石を報告した.石灰岩やチャートからの

コノドント化石の産出は,坂上・渡部(1972),増田(1976),

Murata (1982) 1こより報告されている. Tamura (1983)は,

調査地域の東方延長から,トリアス紀の二枚貝化石

Megalodonの産出を報告した.放散虫化石の産出報告ないし

生層序学的研究は,鹿島(1983, 1986), Aita (1987),富永・

原(1987),佐藤・波田(1988),桃井ほか(1992)によりな

されている.
′

四国西端部秩父黒帯の従来の地体構造区分

1950年代に四国秩父累帯の研究が進展し,北帯・中帯(黒

瀬川帯) ・南帯の3帯に構造区分しうることが明らかにされ

た.四国西部の城川・野村地域は黒瀬川構造帯(市川ほか,

1956)の模式地を含み,そこでの研究(中川ほか, 1959など)

は,秩父累帯の地体構造区分を行ううえで重要な役割を果た

した.本調査地域は,城川・野村地域の西に隣接するにもか

かわらず,秩父累帯の地体構造区分にかんしては多様な見解

がある.その原因は.野村町と海岸地域の三瓶町の問で約25

kmにわたって,古期花向岩類やシルルーデポン系といった

黒瀬川帯を特徴づける地質体が確認されないことにある.調

査地域の秩父累帯を区分する方法としては,これまでに以下

の2つの立場が示されている.すなわち, (1)北部秩父帯と

南部秩父帯に区分する立場, (2)全域を南部秩父帯とする立

場である. Fig.1に. (1)の立場をとる平山・神戸(1956)に

瑞を発する見解(b), Murata (1982)の見解(d).および

(2)の立場をとる鹿島(1967)の見解(C)を概念的に示す.

また,それぞれについて以下に述べる.

1.北部秩父帯と南部秩父帯に区分する立場

平山・神戸(1956)は,秩父累帯の地層を北から双岩層,

石堀層,嘩津層に区分し,前二者を秩父累帯主帯に,後者を

三宝山等の地層に位v'iづけた.また,主帯と三宝山帯の境界

の一部として東西性の地蔵屋敷断層を認定した.ただ.この

断層については位ittが示されただけで,その性格についての

記述はない.彼らの主碍・三宝山帯はそれぞれ北部秩父蝣ut一

南部秩父帯に相当する.地蔵屋敷断層(およびその延長)杏

境に四国西端部の秩父累帯を北部秩父帯・南部秩父帯に区分

する見解は,地質調査所発行の100万分の1地質図(第2版)

(地質調査所, 1978)に示されている.さらに,付加体地質の

考えが浸透したのちに発行された同第3版(地質調査所,

1992)にも,同様の考え方が踏襲されている.また.須鎗・

阿子馬(1988)ち,地蔵屋敷断層が南部秩父帯の北限をなす

との見解をとっている.共立出版の日本の地質8 「四国地方」
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には,この考えに基づいて当地域の地質が説明されている

(須鎗はか, 1991).

Murata (1982)は,四国中・西部について広範囲の地質図

を公表し,そのなかで,四国西端部の地質について言及して

いる.村田は,四国西端部の地質は,南から仏像スラスト,

魚成スラスト,大野山スラ女ト,.北只スラストの4つの北傾

斜のスラストで墳された地質体(デッケ)の累重からなると

し,調査地域では,北部秩父帯と南部秩父帯が北傾斜の大野

山スラストで接するとした.また,魚成スラストは大野山ス

ラストによって北西延長を断たれると考えた.

2.全体を南部秩父帯とする立場

鹿島(1967)およびKashima (1969)は,四国西部地域を

広く調査し,詳細な地質図を公表した.鹿島は.魚成スラス

トが野村以西ではNW-SEの方向に向きを変え,卸荷鉾緑色

岩頬分布域まで北方に追跡しうることを図示した.また,負

成スラストの南西側の地層を北から久米(古生)局,田之筋

層,俵津層に区分するとともに,それらが南部秩父帯に帰属

するとの見解を示した.さらに,久米層は三波川変成作用を

受けており,変成作用の影響は南に向かって弱くなると述べ

ている.鹿島の見解は, 20万分の1愛媛県地質図(桃井はか,

1991)に反映されている.

地　質　概　説

調査地域の地質図をFig. 2に,構造要素をFig. 3に示す.

調査地域の秩父累帯は北西を大洲-三瓶断層(武田ほか,

1977)で三波川・御荷鉾帯と接する.一方,南縁は仏像スラス

ト(小林, 1931)で四万十帯と接する.秩父累帯の地層は,

大半が南部秩父帯に属し,調査地域北東部に北部秩父帯およ

び黒瀬川等の地層がわずかに分布する.南部秩父帯と黒瀬川
'iH'lし

帯は魚成スラスト(池辺, 1936)の延長あるいは城川スラス

志忠te㌶1., 1992)言霊霊志,完芸,iT霊言.・ま霊
部秩父帯と北部秩父帯が,中ないし低角の断層で接する.こ

かtんf=

の断層は,魚成スラスト(あるいは,城川スラスト)と鎌田

スラスト(山北,1998)の性格をあわせもつ.

調査地域の南部秩父等を構成する地質体としては,斗賀野

層群,三宝山層群,三島層,田之浜層がある.斗賀野層群お

よび三宝山層群はそれぞれ高知県の佐川地域周辺および三宝

山地域を模式地とする同層群の西方延長にあたる.両者はと

もに付加体である.三島層は鳥巣式石灰岩を含み,従来,こ

の地域の鳥巣層群相当層であるとみなされていた.今回の調

査の結果‥鴎巣式石灰岩は泥岩中のブロックであると判断さ

れるので,本層を混在岩で特徴づけられる付加体として再定

義する. m之浜層は当地域の鳥巣層群相当層であり,付加体

の斗賀野層群をもともと不整合で被っていたと推定される.

調査地域の北東部には,黒瀬川帯および北部秩父帯を構成

する付加体が分布する.黒瀬川等の地層は混在岩からなる.

泥質基質中に砂岩,チャートまれに石灰岩のブロックが含ま

れる.北部秩父笛の地層は,チャートおよび砂岩・泥岩の繰

り返しで特徴づけられる付加体(上告Illユニット;松岡ほ

か, 1998;I.L此, 1998)からなる.
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Pig. 2. Geologic map of the study area.
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Fig.3. Map showing structural elements of the study area. Shaded parts indicate the distribution of the

Sambosan Group.

-

　

　

　

　

っ

、 ・・l;ー_



570 松　岡

南部秩父帯の地質構造は斗賀野層群と三宝山層群の低角の

頚なりで特徴づけられる.両者の境界断層を明浜スラストと

命名する(後述).調査地城南縁部の仏像スラストに近い部分

では,両層群は中角度で北に傾斜する同斜状の構造で特徴づ

けられる.南綾部を除く地域では,東西性の軸をもつ摺曲構

造がみられ,シンフォーム部には構造的上位の斗賀野層群

那,アンチフォーム部で地形的に低い部分には構造的下位の

三宝山層群が地窓状に露出する.

地.質　各　説

研究の歴史が長く,多くの研究者によって繰り返し調査さ

れてきた地域では,ひとっづきの地質体に対して,複数の呼

称が提案されている場合が多い.本調査地域においても,こ

のことが当てはまる.それらは,提案当時には記載の便宜上

必要であったが,その使命を終えていると考えられるものも

ある.本論文では,研究史上のいきさつを踏まえながら,也

層名の整理を行う.なお,ジュラ系および下部白亜系の放散

虫化石帯区分およびその年代位置づけについてはMatsuoka

(1995)に従う.

1.斗賀野層群

斗賀野続は,小林(1931)により高知県西部の佐川地域に

おいて命名された.松岡(1984)は同じ地域の調査を行い,

斗賀野続を斗賀野層群として再定義した.模式地の斗賀野層

群は,下位から珪質粘土岩ユニット,チャートユニット,珪

質泥岩ユニット,粗粒砕屑岩ユニットからなるチャート・砕

屑岩シークェンスがスラストにより繰り返し,北上位・北傾

斜で重なる覆瓦状構造を呈する.松岡(1984)は,斗賀野層

群に対比される地質体は,南部秩父帯に広く分布することを

指摘し, Matsuoka and Yao (1990)およびMatsuoka

(1992)は,関東山地から九州にわたって分布する,斗賀野層

群およびその相当層を主体とする地質体を斗賀野サブテレー・

ンと名づけた.四国西端部では,模式地の斗賀野層群の西方

延長にあたる地質体が分布する.本論文では,典型的な層相

の斗賀野層群から漸移的に層相変化し,チャート・砕屑岩

シークェンスが構造的に擾乱を受けたと判断される地質体に

ついても,斗賀野層群の呼称をもちいる.

調査地域の斗賀野層群は,.鈴木(1935)の久米統(届),

平山・神戸(1956)の俵津層の南縁部を除いた部分,双岩層

の一部および石城層,鹿島(1967)の田之筋層が相当する.

さらに,調査地域の東方では,板ヶ谷層(池辺, 1936),高川

層群(市川はか, 1956)のそれぞれ南綾部を除いた部分が相

当する.

分布:調査地域に最も広く分布する地質体である.鳥越アン

チフォーム(後述)のために出現する構造的下位の三宝山層

群(鳥坂地窓の三宝山層群)により,東部の一部を除いて,

分布が分断される.

層相:本層群は,チャートおよび砂岩を主とし,珪質粘土岩,

珪質泥岩,泥岩および少量の緑色岩と石灰岩を伴う.本層群

のもともとの層序は,模式地の斗賀野層群と同様に,下位よ

り上位へ,珪質粘土岩ユニット-チャートユニット-珪質泥

岩ユニット-粗粒砕屑岩ユ.=ットから構成されるチャート・

1998-9

砕屑岩シークェンスからなる.本層群に含まれるペルム紀の

チャートは,本来,珪質粘土岩ユニット(下郡トリアス系)

の下位をなしていたものとみなされる.チャートユニットは

層状チャートを主とし,ごくまれに石灰岩・緑色岩を挟在す

る.チャートは,緑色ないし灰色を呈するものが多いが,ま

れに赤色を呈する.珪質泥岩ユニットはチャートユニットか

ら漸移し,その上位に重なる珪質泥岩と,さらにその上位の

泥岩からなる.珪質泥岩とチャートの境界付近には,砂岩の

岩脈がみられる場合がある.珪質泥岩ユニットの泥岩には,

厚さ数cmの細粒の砂岩が,しばしば挟在される.粗粒砕屑

岩ユニットは,砂岩優勢の砂岩・泥岩互層および厚層の塊状

砂岩を主とし,少量の硬岩を伴う.硬岩は厚層の塊状砂岩中

に挟まれる場合が多い.疎は,チャート・珪質泥岩・泥岩の

角蝶からなる.粗粒砕層岩ユニットは下位の珪質泥岩ユニッ

トに整合的に重なるが,岩相の変化は急激である.

年代:本層群からの古生物データとしては,増田(1976) ,

Murata (1982)によるコノドント化石の報告,鹿島(1983),

Aita (1987),富永・原(1987),佐藤・波田(1988),桃井ほ

か(1992)による放散虫化石の報告がある.以上の報告およ

び筆者の検討によれば,斗賀野層群の各岩相ユニットの年代

は以下のようになる.珪質粘土岩ユニットからは化石の証拠

は得られていないが,上位の中部トリアス系チャートとの層

位関係から,下部トリアス系であると考えられる.チャート

ユニットはペルム紀新世とトリアス紀中世からジュラ紀中世

(Tricolocapsa ♪licarum等ないしTricolocapsa coneェa帯)

に,珪質泥岩ユニットはジュラ紀中世から新世前期(T.

plicarum帯　T. conexa帯,およびStylocapsa (?) spiralis

帯)に,粗粒砕層岩ユニットは,得られているデータの範囲

では,ジュラ紀新世前期(S. (?) spiralis等)に位置づけら

れる.

鳥坂地窓より南の斗賀野層群にかんしてみれば,空所山周

辺の構造的に上位の部分では,珪質泥岩層の年代がジュラ紀

中世前半(T.plicarum帯)に位置づけられる試料がある.そ

れ以外の広い範囲の斗賀野層群では.珪質泥岩の年代はジュ

ラ紀中世後半(T. conexa帯)から新世前期(S. (?) spiralis

帯)に,粗杜砕層岩ユニットはジュラ紀新世前期(S. (?)

spiralis等)に位置づけられ,構造的上位が古く下位が新し

いという年代極性の傾向が認められる.

放散虫の保存状態は一般に北に向かうほど悪くなり,鳥坂

地窓より北では保存不良のため,ほとんどの試料が単一の化

石帯に位置づけることが困難となる.このような状況のなか

で,鳥越から2km北方の地点では,粗粒砕層岩ユニットの

泥岩より, Stylocapsa (?) spiralis Matsuokaなどs. (?)

spiralis帯(ジュラ紀新世前期)に産出が限定される化石が

得られた.この年代位置づけは,鳥坂地窓より南に分布し構

造的に同属準の粗粒砕屑岩ユニットが示す年代に一致する.

2.三宝山層群

三宝山層は,鈴木(1931)により高知県東部の三宝山地域

において命名された.高知県西部の佐川地域において斗賀野

層群が再定義された(松岡, 1984)のち,三宝山地域におい

て,従来の三宝山層から斗賀野層群相当層を除外し,三宝山
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石灰岩(トリアス系),緑色岩,チャートなどを含むことで特

徴づけられる付加体として三宝山層群が再定義された

(Matsuoka, 1992).三宝山層群およびその相当層は,関東山

地から九州にわたってほぼ連続的に分布し,南部秩父帯の南

綾部(三宝山サブテレーン)を構成する(Matsuoka and

Ya°. 1990 ; Matsuoka. 1992).四国西端部においても,模式

地の三宝山層群に層相的に対応する地質体に対して,三宝山

層群の呼称をもちいる.従来の地層区分では,平山・神戸

(1956)の俵津層の南綾部および双岩層の一部に相当する.調

査地域の東方では,板ヶ谷層(池辺, 1936)および高川層群

(市川ほか, 1956)のそれぞれ南綾部が三宝山層群に相当す

る.

分布:三宝山層群は,調査地城南綾部の仏像スラストに沿っ
'WTZ

て分布するはか,鳥坂地窓および中津川地窓(後述)として

斗賀野層群の構造的下位に露出する.記載の便宜上,それ

ぞれを南綾部の三宝山層群,烏坂地窓・中津川地窓の三宝山

層群と呼ぶ.

層相:鳥坂地窓や中津川地窓の三宝山層群は,変形作用のた

めもとの層相の特徴が把握しづらくなっている.ここでは,

構成岩頬の記載を南綾部の三宝山層群の観察に基づいて行

う.

三宝山層群は,石灰岩,緑色岩類,チャート,珪質泥岩,

泥岩,砂岩,チャート角硬岩からなる.石灰岩は塊状のもの

と成層したものがみられるが,いずれも緑色岩頬と密接に

伴って産出する.緑色岩頬は,緑色ないし赤褐色を呈する.

塊状溶岩と枕状溶岩のほか, -イアロク?スタイトが含まれ
る.溶岩にはしばしば,方解石によって充填された発泡孔が

認められる.チャートおよび珪質泥岩は,斗賀野層群のもの

と同質である.一部のチャートは石灰岩と数cmから10cm

程度の届厚で互屈する.泥岩は,珪質泥岩から整合・漸移的

に移化するもののほか,混在岩のマトリックスを構成する.

砂岩は,量的には少なく,泥岩中の薄層ないし混在岩層中の

ブロックとして産出する.チャート角硬岩は,チャートの角

l蝶を主体として,石灰岩,緑色岩などのブロックを含む.

南綾部の三宝山層群は,特徴的な地層・岩石の組み合わせ

から,それぞれ断層で境される5つのコンプレックスに区分

される.前報(松岡, 1995)では,区分単位としてユニット

という用語をもちいたが,斗賀野層群のユニットとの混乱を

避けるために,ここではコンプレックスに言い換える.それ

らは, (1)チャート珪質泥岩コンプレックス, (2)チャート

角硬岩コンプレックス, (3)チャート石灰岩コンプレック

ス, (4)石灰岩一緑色岩コンプレックス, (5)メランジュコン

プレックスである.田之浜から高山にかけては, (1) - (5)

の順に北から南に配列し,少なくとも東西3kmにわたって

追跡することができる.松岡(1995)の記述に基づいて,そ

れぞれの特徴と推定される堆積場について述べる. (1)は

チャートおよびチャートから漸移的に移化する蛙質泥岩およ

び泥岩を主とし,少量の砂岩を伴う.明浜スラストを介して

接する斗賀野層群とは,砂岩を少丑しか含まない点で違いが

ある. (2)は主としてチャートの角疎から構成される地層で,

石灰岩や緑色岩類のブロックを含む.海沸海側斜面からの鯛
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落物であるとみなされる. (3)はチャート層,石灰岩層およ

びそれらの互層からなる.梅山斜面の堆積物に対応づけられ

る. (4)は石灰岩および緑色岩類を主とし,チャートを伴う.

海山項部の構成岩頬を代表する. (5)は泥質基質中にチャー

ト,石灰岩,砂岩などのブロックを含む混在岩である.なお,

(5)の帰属については,四万十帯に含める考え方もある.

烏坂地窓や中津川地窓の三宝山層群が,南綾部の三宝山層

群のどのコンプレックスに相当するのかは,今後の検討が必

要である.

年代:南綾部の三宝山層群からは,坂上・渡部(1972)や

Murata (1982)によるコノドント化石の報告がある.調査地

域東方の歯長峠の石灰岩からは,トリアス紀新世を示す二枚

貝化石Megalodonの産出が報告されている(Tamura,

1983).以上の報告および筆者の検討によれば,石灰岩はトリ

アス紀新世,チャートはトリアス紀中世からジュラ紀中世後

半(T. conexa帯),珪質泥岩はジュラ紀中世後半(T. conexa

帯)ないしジュラ紀新世前期(S. (?) spiralis帯),泥岩は

ジュラ紀新世中期(Hsuum maェwelli帯)ないしジュラ紀新

世後期(Loopusprimitivus帯)に位置づけられる.なお,上

記(5)のメランジュ中の凝灰岩疎からは,特定の化石帯には

限定できないものの,白亜紀古世を示す放散虫化石が得られ

ている.松岡(1995)は,三宝山層群の同一の岩相が占める

年代範囲は.コンプレックス(1)から(5)へと系統的に若

くなるごとを指摘している.

鳥坂地窓の三宝山層群からの放散虫化石は,鹿島(1986)

により報告されている.それによれば,チャートにはペルム

紀,トリアス紀およびジュラ紀古世ないし中世のものがあ

る.鹿島(1986)は,導水路トンネル内の放散虫岩(鹿島,

1986のLoc. 22)から産出した放散虫化石を,ジュラ紀新世

のものとした.今回,鹿島から提供を受けた同じ試料を検討

した結果, Plate Iに示す放散虫化石が得られた.この群集

は, Pseudodictyomitra ca坤atica (Lozyniak) (Plate I ,

Figs. 3-4) , Cinguloturris cylindra Kemkin and Rudenko

(Plate I , Fig. 7) , Eucyrtidiellum pyramis (Aita) (Plate

I , Figs. 17-18)などを含み, Pseudodictyomitra carpatica

等(ジュラ紀末～白亜紀古世前期)に位置づけられる.これ

は,南綾部の三宝山層群の珪質泥岩・泥岩の年代範囲にはい

る.

3.三島層

三島層は,平山・神戸(1956)により命名された.含まれ

る鳥巣式石灰岩の存在により,本地域の鳥巣層群相当層とさ

れ,現在までその考えが踏襲されてきた.今回の調査の結果,

三島層認定の根拠とされた鳥巣式石灰岩は外来岩塊であると

判断される.後述する三島層の層相的特徴から,本論文では

三島層を,混在岩を主体とする付加体として再定義する.

分布:蔵貿東方から田之浜西方の海岸にかけて,南北幅1

km以下で,東北東一西南西方向に7kmにわたって分布す

る.平山・神戸(1956)が図示LT=三島層の分布は内陸部に

限られていたが,その西方延長が海岸にまで達することが明

らかとなった.三島層の北縁および南縁は中角皮で北に傾斜

する断層を介して斗賀野層群と接する.
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層相:平山・神戸(1956)によって分布が示された蔵1耳の南

東では,地層の露出が悪く,本層の層相を把揺するのが困難

である.鳥巣式石灰岩は,周囲に分布する泥岩から孤立する

ように露出している.また,烏巣層群の模式地(高知県佐川

地域)において石灰岩と泥岩との境界にみられ,両者の漸移

部に相当する石灰質泥岩は,三島層には認められない.海岸

地域では,泥岩を基質とした混在岩がみられ,'泥岩中には最

大長径1.5mの砂岩やチャートのブロックが含まれる.また,

地質図で示される厚層のチャートも斗賀野層群のチャ-トの

ようには側方に連続せず,レンズ状の形態を示す.しばしば

緑色岩を伴うのも,本層のチャートの特徴である.内陸部の

蔵貰南東方にみられる三島層の烏巣式石灰岩も.砂岩や

チャートのブロックとともに外来岩塊として泥岩中に含まれ

ていると判断される.

年代:阿部(1953)は,本層中の石灰岩ブロックより,鳥巣動

物群を特徴づける六射サンゴおよび腕足類化石の産出を報告

した.本層の泥岩基質からは現在のところ年代決定に有効な

化石は得られていない.

4.日之浜層

田之浜層は,永井・鹿島(1963)により,鳥巣層群相当層

として命名・記峨された.

分布:明浜町田之浜から高山にかけて東西2.5km,南北0.5

kmの幅で分布する.周囲の斗賀野層群とは,確認される部

分では断層関係にあるが,本来は不投合関係にあったと推定

される.このことは,永井・鹿島(1963)によっても指摘さ

れている.

層相:泥岩を主体とし.石灰岩,砂岩,硬岩を伴う.泥岩は.

灰色を呈し,周囲に分布する斗賀野層群の泥岩に比べて軟質

である.石灰岩は,灰色～暗灰色を呈し,生物破片に富む.

一部に,ウーライトか認められる.砂岩は中粒で泥岩に挟ま

れる.硬岩は,比較的厚層の砂岩に挟まれ,チャートの円喋

を含む.

年代:永井・鹿島(1963)は,鳥巣式石灰岩より,ウニの刺

Balanocidans sp.やMillepoidium sp., Spongiomorpha

(JJeptastylopsis) sp.などの鳥巣動物群に含まれる化石を報

告した.砕層岩類からは現在のところ化石が得られておら

ず,本層の詳細な年代は不明である.

地　質　構　造

秩父累帯の地層は大半が付加体からなり,その内部には多

数の断層が認められる.たとえば,構造的に重なる斗賀野層

群のチャートー砕屑岩シークェンスの境界はすべて断層であ

る.ここでは,地体構造区分の境界をなす断層を中心に,調

査地域の主要な断層についてその一般的な特徴を述べる.衣

に,摺曲構造の記載を行うとともに調査地域全体の大局的な

地質構造について述べる.最後に,斗賀野層群・三宝山層群

にみられる南北の層相変化について,変形構造・変成作用の

観点から記述する.調査地域の構造要素の概略をFig. 3に示

す.

1.主要断層

(1)仏像スラスト
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仏像スラスト(小林, 1931)は南部秩父帯の南縁を限る断

層で,三宝山層群と四万十帯法花津層(平山・神戸, 1956)

の境界をなしている.調査地域の仏像スラストについては,

鹿島・宮久(1965)や虚島(1968)により断層露頭の観察結

果が示されている.本地域の仏像スラストは,東西の走向で,

北に中角皮で傾斜する.
Haas

(2)魚成スラスト

魚成スラストは,調査地域東方の城川・野村地域に模式地

がある(池辺, 1936).そこでは,このスラストを境に,南部

秩父帯と黒瀬川等が接すると考えられてきた(市川ほか,

1956).最近, Hadaet al. (1992)は,南部秩父帯と黒瀬川帯

の境界を,魚成スラストの北を通過し,ジュラ紀付加体分布

域の北限を限る城川スラストに移す見解を示した.調査地域

において,南部秩父帯と黒瀬川等の境界をなす断層が,城

川・野村地域の魚成スラストの延長であるのか,城川スラス

トの延長であるのかは明確でない.ここでは,暫定的に魚成

スラストの名称をもちいることにする.

調査地域の魚成スラストは,北西一南東の走向をもち,北東

に低角度で傾斜する.魚成スラストの下盤は南部秩父帯の斗

賀野層群で,上盤は黒瀬川等の含疎泥岩である.斗賀野層群

の層理面および層面努閑や黒瀬川帯の含喋泥岩の鱗片状男間

といった面構造は,魚成スラストの走向・傾斜と調和的であ

る.
か1んf:

(3)鎌田スラスト

鎌田スラストは.黒瀬川帯と北部秩父帯の境界をなす

(山北, 1998).調査地域の北東部にわずかに認められるのみ

である.北東に中ないし低角度で傾斜する.黒瀬川等の地層

が欠損する部分では,鎌田スラストと魚成スラストの性格あ

わせもった断層を介して,南部秩父帯の斗賀野層群と北部秩

父帯の付加体(上富田ユニット)が接する(松岡はか, 1998;

山北, 1998).

(4)明浜スラスト

明浜スラストの名称は,松岡(1995)により紹介されたが,

ここで正式に命名する.明浜スラストは斗賀野層群と三宝山

層群の境界断層で,明浜町田之浜から俵津にかけてを模式地

とする.そこでは,南側に分布する三宝山層群と北側に分布

する斗賀野層群の境界をなす.両層群が近接して露出する状

況は模式地周辺でしばしば認められるが,良好な断層露頭は

今のところ確認されていない.三宝山層群および斗賀野層群

の地質構造から判断すると,模式地付近の明浜スラストの走

向は東西で,北に中角度で傾斜し,南を通過する仏像スラス

トにはぼ平行である.

明浜スラストは,調査地域北部にも追跡され,ほとんどの

部分で水平に近い姿勢を示す.ただし,鳥越アンチフォーム

(後述)の南翼および北翼では,それぞれ中角度で南および北

に傾斜する.

模式地周辺においても,調査地域北部においても,明浜ス

ラストの走向・傾斜は,斗賀野層群・三宝山層群にみられる

層理面や層面努閑といった一般的な面構造に平行である.

(5)大洲一三瓶断層

大洲-三瓶断層(武田ほか, 1977)は,調査地域の南部秩父
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帯と三波川一御荷鉾帯の境界をなす.大洲一三瓶断層は,大洲

から三瓶にかけて.やや蛇行しながらも北東一南西の一般走

向をもつ垂直に近い断層である.本断層に沿って,一部で蛇

紋岩が認められる.

2.南部秩父帯の地質大構造

調査地域の大局的な地質構造は,付加体のパイルナップ構

造とそれを修飾する摺曲および断層で特徴づけられる.調査

地域に最も広い領域を占めて分布するのは,南部秩父帯の斗

賀野層群と三宝山層群である.両層群ともパイルナップ構造

で特徴づけられる付加体である.両層群の境界をなす明浜ス

ラストは調査地域の地質構造を把握する上で,重要なマー

カーとなっている.

調査地域の構造を大きく規制する槽曲として宇和シン

フォームと鳥越アンチフォーム(ともに新称)が認められる.

摺曲軸は,いずれも東北東一西南西の走向をもつ.軸面は垂直

である.宇和シンフォームは,軸部の平たい鍋底状を呈する.

軸部に相当する堂所山周辺では,斗賀野層群がほぼ水平の構

造をもつ.一方,鳥越アンチフォームは,東西で摺曲の形態

を異にする.西部の大洲一三瓶断層に近い部分では比較的閉

じた槽曲形態をもつのに対し,東方に向かって徐々に翼角が

広くなる.鳥坂峠周辺では摺曲構造が解消され,ほぼ水平な

構造の三宝山層群が露出する.

調査地域の主要な断層のうち,仏像スラスト,明浜スラス

ト,魚成スラスト,鎌田スラストは付加体の基本構造に平行

ないしはぼ平行な走向・傾斜をもち,パイルナップ構造の境

界断層としての役割を担っている.一方,大洲一三瓶断層は高

角であり,水平に近い南部秩父等の構造を明らかに斜断して

いる.

3.付加体にみられる層相の南北変化

斗賀野層群や主宝山層群は東西方向には層相的に類似した

地層がよく連続する.一方,南北方向には顕著な層相(変

形・変成相)の変化が認められる.

南部の仏像スラストに近い部分では,両層群はともに,ち

ともとの成層構造をよく保持し,変形は特定の層準に集中し

ている.斗賀野層群ではチャート・砕屑岩シークェンス下底

部のスラストや,チャート/珪質泥岩,珪質泥岩/粗粗砕柄

岩といったユニット境界に変形が集中するが,それ以外の部

分ではもともとの成層構造がよく保持されている・.三宝山層

群においては,チャートー珪質泥岩コンプレックスやチャー

ト角硬岩コンプレックスといった異なるコンプレックスの境

界には断層による変形が認められるが,コンプレックス内部

の変形は一般に少ない.このような変形様式で特徴づけられ

る付加体は,調査地域の南半分を占めて分布する.

烏坂地窓の南縁から南方に2kmあたりからは,泥岩に層

面努間が認められるようになる.この努閑は北方に向かって

徐々に強くなり,泥岩のみならず珪質泥岩,チャート,砂岩

にまで発達するようになる.層理が認識される部分では,努

閑は通常層理面に平行であるが,明らかに層理を切って発達

する例もある.このことがよくわかるのは層状チャートであ

り,閉じた摺曲をもつ層状チャートの層理面を切って矧'tfjが

発達する場合がある.
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調査地域の北部3分のlの地域では,矧H・Iの発達が顕著

で,努間に沿って雲母鉱物の配列が肉眼で認定される.砂岩

では,努閑の発達とともに砂粒子の偏平化が顕著になる.

チャートは層厚が薄くなるとともに,側方への連続性が悪く

なる.その結果として,地質図上に示されるチャートの量が

減少する.

地層の変形・変成皮の変化は,放散虫化石の保存状態の変

化ともよく対応する.調査地域南部の変形・変成の程度が弱

い部分では,保存のよい放散虫化石が産出する.放散虫の保

存は,北に向かって悪くなり,調査地域の北部3分の1では,

同定に耐える放散虫は産出していない.

以上に述べたように,南部秩父等においては,南の変形が

弱く非変成の部分から北の変形が遍くかつ変成作用を被った

部分に向かって層相変化の極性が認められる.その変化は累

進的・漸移的で,ある地質的不連続(たとえば断層)を境に

変形・変成度に著しい断絶があるという状況は認められな

い.この変形・変成度の変化は,さらに北方の三波川-御荷鉾

帯にまで連続するようにみえる.このことについては,鹿島

(1968)がすでに指摘している.また,榊原ほか(1998)は,

変成作用の観点から同様の指摘を行っている.

考　　　　察

1.地体構造区分の検討

今回の調査により,調査地域には広範囲に斗賀野層群と三

宝山層群が分布することが明らかになり,四国西端部の秩父

累帯は南部秩父帯に占められていることが判明した.この結

果は,地体構造区分にかんして,鹿島(1967)の見解(Fig.

lc)が妥当であることを追認することになった.ただし,三

宝山層群が地窓として調査地域北部に出現していることを明

らかにしたことは,今回の調査の成果として憩調したい.ま

た,この地窓状に分布する三宝山層群の認定は,構成岩類の

類似性や構造的な位置づけに基づくだけではなく,放散虫化

石の年代データによっても補蛍されている.

次に,四国西端部の秩父累帯が北帯と南帯に区分されると

した見解に対して,コメントする.平山・神戸(1956)が認

定し,その後の研究でも踏襲されてきた地蔵屋敷断層(Fig.

1b)は,斗賀野層群分布域を通過する.地蔵屋敷断層の一部

は,斗賀野層群のチャート・砕層岩シークエンス下底部の断

層に相当する.また別の部分は,斗賀野層群と三島層の境界

断層に相当する.調査地域内でMurata (1982)が大野山スラ

スト(Fig. Id)が通過するとした,大野山の北方および西方

は,鳥越アンチフォームの南翼にあたり,南傾斜の地質構造

で特徴づけられる.そこでは南傾斜の構造を切るような北傾

斜のスラストの存在は期待できない.また,魚成スラストの

延長は斗賀野層群の北東を限る断層としてよく追跡され,東

西走向の断層によりその北西延長が断たれるといった状況に

はない.大野山スラストの東方延長が北部秩父帯内で認定さ

れないことについては,山北(1998)が議論している.

2.四国西端部の秩父黒帯の構造発達史

調査地域の構造発達史について,付加体の形成とその後の

改変にわけて,以下にその概要を示す.
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(1)付加体の形成

付加体の形成については,基本的にはMatsuoka and Yab

(1990)やMatsuoka (1992)が議論した,南部秩父・ili'の構造

発達史モデルを適用することができる.すなわち,南部秩父

帯形成の前半(ジュラ紀中世～新世前半)には,深海平原を

もつ海洋プレートの沈み込みにより,チャート・砕層岩シー

クェンスが剥ぎ取られ,斗賀野層群を主体とする付加体が形

成された.この時期の海溝陸側ないし海側斜面の肋域は,石

灰岩・チャートといった外来岩塊を含む付加体(三島層)香

形成した.その後,項部に礁起源の石灰岩をのせた梅山列が

海溝域に到達すると,梅山の衝突・付加が起こり,三宝山層

群が形成された(ジュラ紀新世後半～白亜紀初頭).また,海

山が海溝域に到達することにより,海溝を流下する軸流が遮

断され,下流側に砕屑物が供給されにくくなる.このことが,

三宝山層群の砂岩含有量が斗賀野層群に比較して少ない原因

であると考えられる'(松岡, 1995).三宝山層群のなかに層相

的に異なるコンプレックスが認定されるのは,付加体の材料

となる物質の種類や量比の違いによるものである.コンプ

レックスの配列順序には,とくに必然性はないのかもしれな

い.三宝山層群と鳥巣層群との成因的な関連は高知県西部で

明らかにされた(Matsuoka, 1992)が,同様の状況が四国西

端部でもあてはまる.すなわち,海山の衝突は,海溝陸側斜

面の急激な浅化の原因となり.浅くなった環境で礁性の鳥巣

石灰岩の形成妄ともないながら砕層岩類(田之浜届)が堆積

した.ただし,高知県西部の模式地鳥巣層群と比較すると,

田之浜層の分布はより三宝山層群の分布域に近接している.

これは,海山の衝突に伴う前弧域の変形の地域差を反映して

いると考えられる.

(2)付加体形成後の改変

斗賀野層群・三宝山層群にみられる変形・変成皮の南北変

化は,付加体の奥行き方向の層相変化としてとらえることが

できる.すなわち,変形・変成の弱い部分が付加体の残部を,

強い部分が深部を代表している.現在,形成深度を異にする

付加体が,同一の削刺レベルにある事実は,付加体の深部を

代表する部分が上昇してきたことを示している.したがっ

て,買在みられる水平に近い地質構造は,付加体形成当時の

構造そのものではではなく,北側が相対的に上昇するという

二次的改変を受けた結果であると解釈される.この二次的改

変の開始時期は三宝山層群の形成以降,すなわち白亜紀古世

以降であることは明らかである.さらに,斗賀野層群や三宝

山層群は100Ma前後の三波川変成作用を受けている(榊原

はか, 1998)ので,最終的に現在の地質構造が完成した時期

は白亜紀新世以降ということになる.

四国全域をみわたした場合,黒瀬川帯の分布がとぎれるの

は四国西端部のみである.只瀬川帯がとぎれる部分には,水

平に近い構造の南部秩父帯の付加体が分布していることが明

らかになった.一般に,高角皮の覆瓦状構造で特徴づけられ

る南部秩父帯の付加体にとって,四国西端部における低角の

地質構造は例外的であるといえる.また,南部秩父wの地層

が三波川変成作用を受けているという事象は,四国の他地域

では報告されていない.このような四国西端部でみられる特
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異的な諸現象は,南部秩父帯の付加体深部が上昇・露出する

というこの地域に限定された後生変形を想定することで,紘

一的に理解することができる.調査地域東方の城川・野村地

域から東西に分布してきた只瀬川帯が,北西へ向きを転じる

のは,この後生変形の-表現であるといえる.

南部秩父帯の付加体が低角度の構造を示す地域として,紀

伊半島中央部(大和大峯研究グループ, 1992など)や関東山

地の大滝地域をあげることができる.これらの地域でも秩父

累帯の地体構造区分は,現在のところ判然としない.本論文

で示した凹Ekj西端部での結果を参照することにより∴上記地

域の地体榊造区分についての検討が進展するものと期待され

る.

1^Hi^Ke

(1)四国西端部の秩父累帯には,付加体である斗賀野層

群,三島層(再定義)および三宝山層群と鳥巣層群相当層の

田之浜層が分布する.地体構造区分上は南部秩父帯に帰属す

る.

(2)斗賀野層群と三宝山層群は明浜スラストを介して構

造的に重なる.摺曲により,構造的下位の三宝山層群が斗賀

野層群の北側に地窓として露出する.

(3)斗賀野層群および三宝山層群には南から北に向かっ

て,変形・変成皮が漸移的・累進的に上昇する変化が認めら

れる.これは付加体の深度方向の層相変化を示している.

(4)斗賀野層群および三宝山層群が示す水平に近い構造

は,付加体形成当時の構造そのものではなく,北側が相対的

に上昇するという二次的改変を受けた結果である.この後生

変形の開始時期は三宝山層群の形成終了時期(白亜紀古世)

よりあとで,完成時期は三波川変成作用(100Ma前後)以降

である.

(5)黒瀬川帯の欠如,水平に近い南部秩父等の地質構鑑

三波川変成作用を受けた南部秩父帯付加体の露出といった四

国西端部に特異的な諸畢象は,南部秩父帯の付加体深部が上

昇・露出するというこの地域に限定された後生変形を想定す

ることで,統一的に理解することができる.
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松岡　篤, 1998,四国西端部秩父累帯の地体構造区分.地質雑, 104, 565-576. (Matsuoka, A.,

1998. Tectonic division of the Chichibu Composite-terrane in the westerrTmost part of

Shikoku, southwest Japan. Jour. Geol. Soc. Japan, 104, 565-576.)

四国西端部の秩父累帯には,付加体である斗賀野層群,三島層(再定義)および三宝山層群と

鳥巣層群相当層の田之浜層が分布し,地体構造区分上は南部秩父帯に付属する.斗賀野層群と三

宝山層群は明浜スラスト(新称)を介して構造的に重なり,構造的下位の三宝山層群が斗賀野層

群の北側に地窓として露出する.南部秩父帯の付加体には南から北に向かって,変形・変成度が

漸移的・累進的に上昇する変化が認められる.これは付加体の深度方向の層相変化を示してい

る.斗賀野層群および三宝山層群が示す水平に近い構造は,付加体形成当時の構造そのものでは

なく,北側が相対的に上昇するという二次的改変を受けた結果である.二次的改準の開始時期は

三宝山層群の形成終了時期(白亜紀古世)よりあとで,完成時期は三波川変成作用(lOOMa前

後)以降である.四国西端部で黒瀬川等の分布が途切れる現象は,南部秩父帯の付加体深部が上

昇する後生変形との関連で理解しうる.

Explanation of Plate

PlateI

SEM photographs of latest Jurassic-earliest Cretaceous radiolanans from

Loc. 22 (Kashima, 1986) in the Sambosan Group.

Magni伝cation ; 1, 3, ll-18 (xl80) ; 2, 4-10 (xl50).

1. Loopus sp.

2. Loopus sp.

3. Pseudodictyomitra carpatica (Lozymak)

4. Pseudodictyomitra carpatica (Lozymak)

5. Pseudodictyomitra sp.

6. A rchaeodicty0m.itm Sp.

7. Cinguloturns cyundra Kemkm and Rudenko

8. Tethysetta hullae Dumitnca

9. Tethysetta (?) sp.

10. Svinitzium sp.

1 1. Svinitzium depressum (Baumgartner)

12. Xitus sp.

13. Neorelumbra sp.

14. Zhamoidellum sp.

15. Zhamoidellum sp.

16. Zhamoidellum sp.

1 7. Eucyrtidiellum pyramis (Aita)

18. Eucyrtidiellum ♪yramis (Aita)
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